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はじめに

千葉県におけるマダイPagrusmaj01人工種苗の放流

は， 1980年に内房海域総合開発調査事業により開始さ

れた。その後， 1982年に千葉県栽培漁業センターが設

立されると同時に大量放流が扮まり，先に実施してい

た神奈川県・静岡県に加わり， I日i遊性魚類共同放流実

験調査事業として放流効果の検討などに関する調査が

開始された。この事業は1987年に終了し， 1988年~1989

年までは県単独の稜苗放流効果調査事業として調査を

行った。そして，資源管理の必要性の高まりとともに，

1990年から広域資源培養管理推進事業栽培資源調査

(マダイ)が，太平洋中ブロックにおいて開始され，

以後， 1991年に資源管理型漁業推進総合対策事業栽培

資源調査(マダイ)に改名され， 1992年まで実施され，

1993~ 1994年には資源管理型漁業推進総合対策事業管

理計幽策定調査(マダイ)として， 1995~97年には資

源管理型漁業推進総合対策事業広域栽培資源放流管理

手法開発調交として実施されてきた。これらの結果に

ついては，各年度報告書}-17)として既に報告されてい

る。 1982~例年までは，アンカータグ標識魚の再捕報

告や市場調査によるマダイ標識放流魚の識別，鱗の放

流マークによる検鱗法2)などにより放流効果の推定が

試みられてきた。しかしながら，アンカータグ標識は，

標識魚の識別発見は容易である一方，標識の脱落や再

捕報告もれなど放流効果を評価する上で穏々の問題点

があることが指摘されてきた18-20)。一方，水揚げされ

ネ1 現所属銚子水産事務所

ネ2 現所属 館山水産事務所

たマダイを天然魚と放流魚に識別する指標として，胸

鰭の形状の差異21，22)や鼻孔隔皮欠損の有無出却を用い

ることが報告され，特に鼻孔隔皮欠損の有無は胸鰭の

形状の差異と比較して，マダイ人工稜苗放流魚を長期

間追跡できることが報告されている290

千葉県水産試験場では1985年から千葉県におけるマ

ダイの各水揚市場において，試験場職員(もしくは委

託した市場調査員)が直接マダイ放流魚と天然魚を胸

鰭形状の差異や鼻孔隔皮欠損の有無を用いて識別し，

放流効果について評価してきた。

ここでは， 1985年から1996年までの市場調査で得ら

れた資料に基づき千葉県における潟、業によるマダイの

種苗放流効果について，その調査手法も含めて総合的

に考察を加えて報告する。

材料と方法

期間の区切り方

本報告では期間の区切り方に[年J，I年度J，Iマダ

イ年度jの3種類を用いた。年とはI舎年で，年度は4

月から翌年3月までである。マダイ年度は5月から翌

年の4月までを 1つの年度とした。これは，千葉県に

おけるマダイの産卵盛期が5月旦26)であることから，

マダイの年齢の区切り方を 5月とすることで，調査結

果をうまくあらわすためである。

調査海域

千葉県におけるマダイの漁獲は，富津から銚子まで

の広い範囲であるほか，種苗放流についても同機の広
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い範囲で行われている。放i車種箇の移動については，

千葉県による標識放流魚の再捕結果から，ほとんどの

海域において，放流された海域内で再捕されているこ

とが報告されている12)。このため，千葉県全域におけ

る穏苗放流効果を精度よく推定するために，本報にお

ける誠査海域は，富津市から館山市までの「東京湾海

域J，白浜町から天津小湊町までの「東安房海域J，勝

浦市から附町までの[夷隅海域J，一宮町から銚子市

までの「銚子・九十九星海域lの4海域に区分した

(@ 1)。
種苗放流

千葉県におけるマダイ種苗放流は1980年から開始さ

れ， 1982年から大量放流が開始された(表 1) 0 1996 

年までの17年間における放流尾数は合計759万尾に達

した。放話L種苗サイズlま各地先放流群ごとの平均全長

で， 26mm-127皿の範囲であった。これらの放流種苗

には標識放流魚や全長60mm未満の小型種苗の放流も含

まれている。全長60mm未満の小型種箇については，千

葉県12)によるALC標識放流実験により，尾叉長約40皿

の種苗の再捕率が尾叉長約60凹の種苗の再捕率の約40

%であったことが報告されている。

この報告を基に，全長と再捕率の関係を求めたとこ

ろ(尾叉長 全長の関係は千葉県水産試験場3)を用い

139'10' 
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晶子九十九星海域

夷隅海域

た)，下式のようになった。

y =0. 0042 x -0. 1004 (R =0. 9986) 

x .平均全長(凹) ; y :再捕率(%)

同時に，同式における全長30，40， 50， 60皿のそれ

ぞれの再捕率と全長60皿を 1とした場合の再捕率の比

を表2に示した。

ここでは再捕率の比を全長60mm以 tを1とした相対

的な添加効率として考え，表2の値を参考にして以下

の全長範囲における添加l効率を決定した(表3)。添

加効率は，全長60凹未満の小型種苗のうち全長50凹以

上については0.75，全長40mm以1:50凹未満については

0.50，全長30mm以上40mm未満については0.20，全長30

mm未満については添加効率を Oとして放流尾数に換算

し，有効放流尾数とした。さらに，ここから (ALC標

識以外の)標識放流魚を取り除いた有効無標識放流魚

を放流効果の評価の対象とした。海域別にみると，東

京湾及び東安房海域ではそれぞれ約207万尾，約98万

尾となった(付表1)。夷隅海域では，千葉県栽培漁

表1 千葉県におけるマダイ種市放流笑績

放流年 放流尾数
放流種苗サイズホ 有効盤標識

(全長，mm) 放流尾数

198日 1，916 102.0宇牢 。
1981 10，472 88.0キキ-....114.0** 。
1982 451，αm 45.7 -1∞.0 171，7切
1983 340，α旧日 42.8'牢-103.。キ傘 187，258 
1984 571，αJO 29.0** -....109.5** 271，7'∞ 
1985 164，α泊 39.8傘参--107.0** 44，497 
1986 459，α泊 36.1 -1∞.0** 297， 712 
1987 623，0∞ 26.3 - 93.9" 315， 722 
1988 729，α刀 46.8 - 87.2" 414，112 
1989 777，民泊 48.0 - 96.1" 296，926 
1990 417，αm 27.6 - 81.0" 167，017 
1991 374，α泊 39.6'宇-97.5'キ 299，313 
1992 731，印加 35.4 -117.3" 351， 587 
1993 905，α)() 38.0 -105.0" 377，193 
1994 323，α泊 71.0 -127.0 291， 897 
1ω5 513，α泊 76.0 -123.0 472，ω1 

1996 205，5∞ 55.9 - 92.0 193，575 

合計 7，594，銘8 26.3 -127.0 4，152，3∞ 
*放流種苗サイズは各地先放流群ごとの平均値を示す。
特平均尾叉長

表2 放流サイズ~Ijの再捕率と再掃率の比

34'40' 平均全長(llliU) 30 40 50 60 

図 1 調査海域 再捕率 0.026 。郎8 0.110 。目 152

再捕率の比 0.17 0.45 0.72 1 

表3 有効放流尾数算出のための添加効率

平均全長(uun) 。孟Xく30 30三三Xく40 40亘Xく50 50主主Xくω 60豆X

添加効率 。∞ 0.20 0.50 0.75 L∞ 
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業センター(千葉県勝浦市)地先への密度調整を目的

とした放流が行われているほか， 1986年以前では，種

苗放ifre時における胸鰭変形魚や鼻孔隔皮欠損魚の割合

について調査していなしミ。勝浦地先への宮度調整放流

は，その放iili穏苗としての添加効率は低いことが考え

られることから，これら密度調整放流分と1986年以前

の放流分を除いた約87万尾を評価の対象として放流効

果を評価した。また，銚子・九十九里海域のうち，九

十九里海域については，市場調査を実施していないこ

と，種苗放流量・潟、獲量とも多くないこと，また，漁

獲統計資料にチダイの値が1見じっている可能性約高かっ

たことから，九十九里海域を除いた銚子海域における

有効無標識放流尾数約24万尾について評価を行った。

また，これらの放流種苗のもつ形質として，胸鰭変

形魚や鼻孔隔皮欠損魚の割合を各海域の放流群ごとに

種苗放流時における標本を用いて測定した(付表2)。

市場調査

各海域におけるマダイの放流年別の回収量を把握す

るために，県内 9市場において，マダイ漁獲物測定と

マダイ放流魚の混獲状況調交を行った。

調査では各市場に水揚げされたマダイの尾叉長を測

定するとともに，放流魚と天然魚を識別した。放流魚

の識別は，標識魚(標識痕魚含む)の他， 1985及び1986

マダイ年度は胸鰭変形を， 1987マダイ年度以降は鼻孔

隠皮欠損を指標とした。

東京湾海域及ひ凍安房海域については1985年5月か

ら1997年4月まで，天羽漁業協同組合(以下漁協)萩

生支所，鋸南町勝山漁協，富山町潟、協及ひ来安房海域

の白子瀬戸漁協，和田町漁協，江見漁協，鴨川市漁協

の7か所で行った。夷隅海域については1987年5月か

ら1997年4月まで夷隅東部漁協大原本庖で，銚子九

十九厚i海域については1991年5月から1997年4月まで

銚子一市潟、協銚子支所で行った。

なお，東京湾海域における調査では， 1993年5月か

ら1995年3月及び1995年7月から1996年4月は米調査

であった。銚子市場における調査では， 1991年5月か

ら1995年4月まではj昆獲状況調査のみを行い，同年5

月から1997年4月には漁獲物測定を伴ったj昆獲状況調

査を実施した。調査頻度は各月 1~6 闘で，おおむね

1週間に l回実施し，各調査日に水揚げされたマダイ

について，原則として全数を調査した。

放流魚i毘獲率の算出

各海域ごとの市場調査結来をマダイ年度ごとに集計

し，放流魚尾数を調査尾数で除することにより海域別・

年度別放流魚混獲率を算出した。

回収状況の計算方法

市場調査期聞が寸分な東京湾，東安房，夷隅の各海

域と資料の蓄積が十分でない銚子海域を区別した方法

でマダイ放流魚、の回収才人況を算出した。

年級群分離市場調査による尾叉長組成を年級群に分

離する方法は切断法によった。年齢と成長は，千葉県

内房海域における成長式9)及び相対成長式27)を用いた。

成長式 It二 812.1(1-e-o即
6(什 O蹴 1))

相対成長式 BW=2.871X10-'FL2.9513 

1， FL:尾叉長(mm);t:年齢 ;BW:体重(g)

漁獲量市場調査結果をその市場全体に引き延ばすた

めの漁獲量資料として，各調査市場における月別マダ

イ漁獲量を用いた(付表3~ 5)。月別マダイ漁獲量

は当場の漁獲情報データベースと漁協資料により把握

した。また，海域全体に引き延ばすためのj魚、獲量資料

として，千葉農林水産統計年報による漁業地区・魚種

別漁獲量お)を用いた。なお，農林水産統計の数値はl吾

年集計であるが，本報ではそのまま用いることとした。

東京湾・東安房・夷隅海域のマダイ放流魚の回収率・

回収重量の算出 これら 3海域における算出手順を関

2に示す。まず，市場調査による尾叉長組成を 2か月

ごとに集計し，年齢区切り値(付表6)を用い，切断

法により年級群分離を行い，海域別の年齢、別調査尾数

と放流魚i昆獲尾数を算出した(付表 7~ 9)。次に，

この年齢別調査尾数と放流魚i昆獲尾数から放流魚j見獲

率を求め，さらに，放流種苗の放流l侍胸鰭変形率 (1985

~1986年)・鼻孔隔皮欠損率(l987~1996年)で補正

し(付表2)，無標識放流魚、i昆獲率を算出した。次に，

年齢別調査尾数に年齢別平均体重(付表6)を乗じて，

測定した漁獲物重量を算出し，調査市場におけるマダ

イ漁獲量(付表3~ 5)で除し，調査市場への引き延

ばし率を求めた。この数値を用いて，年齢別調査尾数

を引き延ばし，調査市場における漁獲尾数を算出し，

無標識放流魚混獲率を乗じることにより調査市場にお

ける無標識放流魚、回収尾数を，さらに年齢別平均体重

を乗じて調査市場における無標識放流魚回収重量を算

出した。次に，調査市場におけるマダイ漁獲量及び調

査海域全体のマダイ漁獲量(表4)から調査海域全体

への引き延ばし来を求め，各海域の無標識放流魚回収

尾数と回収重量を算出した。そして，放流年別の有効

無標識放流尾数(付表 1)から回収率及び放流魚10万

尾あたりの回収重量を算出した。

なお，東京湾海域の1993~1995マダイ年度について

は市場調査資料が少ないため，計算対象から除外した。

また，これらの算出は，パソコンの表計算ソフトを

用いて行った。なお，東京湾海域の1996マダイ年度の

調査結果による算出例を付表10に示した。
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銚子海域のマダイ放流魚の回収率・回収重量の算出

銚子市場における1994マダイ年度以前の調査では漁獲

物測定を行っていないため，年齢組成が把握できない。

そこで，まず，全年齢を含んだ放流魚回収重量を，農

林水産統計の漁獲量(表4)に放流魚混獲率(表5)

を乗じ，放流時鼻孔隔皮欠損率(付表2)で補正する

ことにより算出した。このとき，年齢別に分れていな

いので，補正のための鼻孔隔皮欠損率は各年の漁獲に

含まれうる放流年次の平均値を用いた。そして， 1995 

市場調査における

滋濯物測定資料

.尾文長

・放涜魚識別

C放涜魚混獲率

K，M調査市場

由無様識放涜魚

回収尾数

0調査海損由

無標識放浪魚

回収尾数

J爵査市場の

潰獲尾数

放涜魚10万尾あたりの

回収重量

及び1996マダイ年度の年齢組成を用いて年齢別放流魚

回収重量を算出した。 1994マダイ年度以前の年齢組成

については1995及び1996マダイ年度の年齢級成の平均

値を用いた(表6)0 I~I収尾数については，回収重量

を年齢別平均体重(付表6)で除することにより算出

し，有効無標識放流尾数(付表1)を用いて，回収率

と放流魚10万尾あたりの回収重量を算出した。

H認査を行った市場の

マダイ漁獲量

有効無標識

放涜尾数

調査梅域全体の

マダイ漁獲量

図2 回収率および回収重量を推定する流れ図
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(単位・トン)

1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 19ω1991 1992 1993 1994 1995 1卯6平均

市場別 海域~IJマダイ漁獲量(千葉農林水産統計年報)表4
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13~47%で推移した。

東安房海域の 4市場では合言十5，612尾を調査し，平

均混獲率は40%であった。当海域では調査開始当初の

1985マダイ年度においても混獲率は39%を示し，以後

15~60% と他海域と比較して高い水準でj見獲率を維持

孝天羽地区漁獲量。市場調交結果の海域への引き延ばしには，漁獲量割合によって算出した萩生市場漁獲量12.61トンを用いた。

銚子'，Ii場調主主における混獲率表5

1996 

870 
60 

6卯

1995 

748 
50 

6.68 

1994 

1，531 
1臼

10.65 

1993 

2.629 
179 
6.81 

1992 

987 
12 

1.22 

1991 

踊

mrω

マダイ年度

調査尾数

放流魚尾数

i昆獲率(%)

した。

夷隅海域の大原市場では合計18，462尾を調査し，平

均I昆獲率l土11%となった。;昆獲率は1988マダイ年度ま

では10%未満であったが， 1991マダイ年度に24%に達

した後20%前後を推移した。

銚子市場における調査では合計10，582尾を調交し，

平均j昆獲率は 8%であった。 j昆獲率は 1~12%で推移

するが， 1992マダイ年度以外は 7~12%で推移した。

海域別・放流年別の放流魚回収尾数及び回収率と回収

重量

まず，東京湾海域における放流年別の放流魚回収尾

数と回収重量を表 8，9に示す。東京湾海域では1982

年から1996年までの15年間の放流に対して， 1985~ 1992 

年及び1996年の 9か年の調査結果から合計218，008尾，

字放流魚・鼻孔隔皮欠損魚
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千葉県におけるマダイ漁獲量と種苗放流数の推移
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図 3

漁獲量と種苗放流数の推移

千葉県においてマダイの種商放流が始まった1980年

から1996年までのマダイ漁獲量と種苗放流数を図3に

示す。 漁獲量の数値は千葉農林水産統計年報による値

を用いた。千葉県全域におけるマダイ漁獲量は1984年

に54トンとなり，漁獲統計資料の存在する1951年以降

で最低位を記録した後， 1985年からは上昇に転じ， 1986 

年以降では増減を繰り返しながら漸増し，おおむね100

~150 トンで推移した。穏苗放流数は，大量放流の始

まった1982年以降16~91万尾で推移し， 1982年から1996

年までの平均放流数は51万尾であった。

放流魚のj毘獲状況

海域別・年度別のマダイ放流魚のi見獲状況を表7に

示す。まず，東京湾海域の 3市場では合計18，107尾を

調査し，平均ilM蔓率は27%であった。各年のi昆獲率は

銚子市場調査におけるマダイ年齢組成(96)

1995 
19日5
平均

7豆

6

2

6

 

1

0

9

 

9

7
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6 

7.35 44.94 10.93 4.93 9.73 8.20 4.76 
2.30 25.6626.96 14.32 9.35 8.96 5.45 
4.53 34.1719.8810.17 9.52 8.62 5.14 

結

5 4 

果

3 2 I マダイ年度 O歳

表6
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表7 市場調査における放流魚のj昆獲状況

海域 マダイ年度

(調査市場) 1985 1986 1987 1988 1989 1鈎o1991 1992 1993 1994 1卯5 1996 計

東京湾 謁査尾数 868 2，534 2，529 1，665 3，093 2，091 922 2，777 51 208 1，369 18，107 
(萩!E_.勝山 放流魚地数 211 387 737 日5 965 814 314 361 24 57 432 4，837 

富山) ?昆獲率(9b) 2<1 15 29 32 31 39 34 13 47 27 32 27 

東安房 調査尾数 497 1，2∞ 288 212 480 638 318 149 594 284 459 493 5，612 
(白子和田・ 放流魚尾数 196 190 44 84 287 381 170 67 247 144 192 232 2，234 
江見・鴨川1) ;昆獲率(9b) 39 16 15 40 60 60 日 45 42 51 42 47 40 

夷 隅
調査尾数 834 2，ぬ92，087 1，336 2，206 1，721 1，066 6<12 2，592 1，075 1，057 1，337 18，462 

(大原)
放流魚尾数 8 109 1∞ 82 268 255 259 117 199 216 204 245 2，062 
I見獲半(96) 1 4 5 6 12 15 24 18 8 20 19 18 11 

銚子九十九旦
調査尾数 1，432 2，385 987 2，629 1，531 748 870 10，582 

(銚子)
放流魚尾数 173 185 13 184 168 52 66 841 
I昆獲率(9b) 12 8 1 7 11 7 8 8 

調査忌数 2，1996，243 4，卯43，2135，7795，8824，6914，5555，8152，9412，4724，069 52，763 
計 放流魚尾数 415 係Q 881 初11，520 1，623 928 558 630 5沼田5 975 9，974 

混獲率(%) 19 11 18 22 26 28 20 12 11 19 20 24 19 

字放流魚:j票議魚(標識痕魚含む)，胸鰭変形魚 (1985~ 1986)及び鼻孔隔皮欠損魚 (1987~1996) 

97，741kgの放流魚が漁獲によって回収されたと推定さ

れた。年齢、別の回収尾数で一番多かったのは 1歳魚で，

次いで， 2歳魚， 3歳魚が利用されていた。回収重量

では 2，3， 1歳魚の頗に多く利用されていた。当海

域における平均回~y.;率と放流魚10万尾あたりの回収重

量は，それぞれ17.34%，8，303kgであった。

次に，東安房海域における放流年別の放流魚回I収尾

数と回収重量を表10，11に示す。当海域では1985年か

ら1996年の調査により合計63，308尾， 53，961 kgの放流

魚が漁獲により回収されたと推定された。年齢別の回

収尾数では 2歳魚が19，141尾左多く利用され，次いで

3歳魚 1歳魚がそれぞれ14，499尾， 14，466尾回収さ

れた。回収重量では， 3歳魚が一番多く利用され，次

いで， 4歳魚 2歳魚が利用されていた。当海域にお

ける平均凶収率と放流魚10万尾あたりの回収重量は，

それぞれ8.34%，8，153kgであった。

次に，夷隅海域における放流年別の放流魚回収尾数

とl回収重量を表12，13に示す。当海域では1987年から

1996年までに合計35，894尾， 27，375kgの放流魚が漁獲

によりI!ll収されたと推定された。年齢別の回収尾数で

は 2 歳魚が主であるが，回収重量では 2~4 歳魚が，

それぞ

れていた。

これにより年齢別の漁獲実態は前述の束安房海域と

ほぼ同様の傾向を示していると言える。また，当海域

における平均lilJ収率と放流魚10万尾あたりの回収重量

2) 再捕報告法と市場調査法と名付けた初出資料

は，それぞれ5.47%，4，776kgであった。

そして，銚子海域における放流年別の1"1収尾数と回

収重量を表14，15に示す。当海域では1991年から1996

年に合計20，884尾， 3，383kgの放流魚が漁獲により回

収されたと推定された。また，銚子海域における1991

年から1996年の無標識放流尾数の合計238，267尾を用

いて，回収率と放流魚10万尾あたりの回収重量を算出

すると，それぞれ8.76%，1，420kgとなった(表16)。

考察

放流効果の推定方法

放流効果の推定方法は再捕報告法2) 水揚市場での

直接調査法(以後，市場調査法2))，相関法，数式予

測法の4つに大別され却)このうち放流魚を直接確認

できる再捕報告法と市場調査法が全国のマダイ種苗放

流効果調査として行われてきた日え幼制。このうち，

再捕報告法では，再捕報告もれや標識の脱落の影響な

どが放流効果の算定の精度を低めることが指摘され

吐叫，現在では市場調査法が主流となっている。放流

効果評価の推定精度については，北田らによる一連の

報告で，放流効果の算111と信頼区間の推定方法が提案

されている2:9，37-3.9)。この方法は，市場調査による調査

日ごとの調査尾数と放流魚尾数を調査日数と市場数で

引き延ばすことにより，放流魚水揚尾数と総水揚尾数

を直接推定しており，統計的に優れた方法で，信頼性

が高い。しかしながら，北田らの方法は，市場と調査



千葉県における漁業によるマダイ種苗放流効果の推定

日の 2段抽出を前提とし，各調査日における水揚全数

の調査が必要であるほか，年齢査定の誤差が比較的小

さい魚種や年齢群に適用するのが実際的であるとして
いる29，37-39)。

本報における銚子海域を除く 3海域の放流効果の評

価では，筆者らの 1人である山崎40)による方法を用い

た。これは，市場調査資料を 2か月ごとにまとめ，切

断法により年級苦手分離を行い，混獲率を求め，測定し

た漁獲物重量と水揚重量で引き延ばし，回収尾数を直

接推定するものである。この方法の特徴は，専門の市

場調交員(水試験員も含む)により市場調査を行った

ことと，各海域別，月別(2か月)，年齢別に層別し

た解析を行ったこと，そして各調査市場の漁獲物重量

を用いて引き延ばしていることである。

一般に，ある母集団からの標本により総数を推定す

るとき，母集団のばらつき具合によりいくつかにグルー

プ分けを行い，それを足しあげて推定する層別拙H1が

65 

精度を高めるために用いられる。千葉県におけるマダ

イの漁獲は季節により変動が大きいほか，年による漁

獲量や放流数の変動も伴う。また，海域によりマダイ

に対する主たる漁業種類が異なり，利用されているマ

ダイi魚獲物の組成も異なる 12，14，17)。このため，これら

の層別は推定精度の向上に役立つていると考えられる。

北田29)は，現在，全国で実施されている市場調査が，

対象種の水揚げが多く，調査のし易さを念頭において

市場が選ばれている有意抽出であり，推定結果の偏り

の危険性があることや推定精度の評価がー般には難し

いととを指摘している。また，現行の放流効果の算定

は標本からの引き延ばしの際に調査市場における水揚

量のウエイトが考慮されていないことも指摘している。

千葉県におけるマダイの水揚げは富津から銚子まで

の広い範囲に及ぶとともに，限られた諜究コストの中

で複数の市場を同一調査日に実施する場合，水揚時間

の兼ね合い等から各調査日における水揚げ全数は調査

表8 東京湾海域における放流年別の回収尾数及び回収率(96) 

放流年

1982 

1983 

1984 

1985 

1986 

1987 
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1ω。
1991 

1992 

1993 

1994 

1995 

1996 

放流l品数

161，750 
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37，280 

175，616 

140，242 

184，608 
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119，印 7
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183，193 
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できない。しかし，調査市場の選定にあたってはマダ

イ漁獲量の多い代表的な水揚市場を対象とすると同時

に，市場調査結果の引き延ばしの際は，調査市場の水

揚量を考慮した重量比によって行い，精度の向上を図っ

た。しかしながら，この方法による区間推定の評価に

ついては今後の課題である。

また，今回の方法の特徴の一つは，アンカータグな

どの人為的な外部標識を用いず，胸鰭変形や鼻孔隔皮

欠損の有無などマダイ人工種苗の特徴を天然魚と放流

魚を識別する指標として一貫して用いていることであ

る。千葉県ではマダイ種苗放流の事業化が予定されて

おり，事業化された後は(人為的には)無標識の放流

魚について，放流効果をモニタリングする必要がある。

このため，マダイにおける鼻孔隔皮欠損のように，人

為的に特別な手をかけずにできる放流魚に特有の形質

を用いた放流効果の評価は有用であろう。しかしなが

ら，マダイ種苗放流魚の放流時の鼻孔隔皮欠損率は，

表9 東京湾海域における放流年別の回収重量(kg)

放流年・放流群ごとにばらつきがありお)放流魚j見獲

率を補正するために正確な把握が必要となるほか，今

後，放流時の鼻孔隔皮欠損率が低下することがあれば，

現在の調査法による放流効果の推定精度は大きく下が

ることが予測される。

次に，銚子海域における放流効果の評価方法は，他

3海域と異なる方法を用いた。銚子海域では，漁獲物

測定を伴った放流魚の1昆獲状況調査は1995マダイ年度

から始まっている。このため，年齢別の放流魚のi昆獲

状況は1995マダイ年度以降でないと把握できず，他3

海域と同ーの評価方法を用いることはできなかった。

そこで，銚子海域では，統計資料による漁獲量と各調

杏年の混獲率から放流魚漁獲物重量と尾数を求めた後，

1995及び1996マダイ年度の年齢組成を用いて年齢別I<H

収尾数を算出した。今凶の評価では， 1994マダイ年度

以前について各漁獲年の年齢組成を用いていないため，

少なからぬ誤差を含んでいる。また， 1996マダイ年度

放流年放流尾数
2 

年齢別問収重量(上段)及び10万尾当たりの回収重量(下段)
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千葉県における漁業によるマダイ種苗放流効果の推定

までの資料では 5歳魚までしか調査対象となっておら

ず，精度の低い評価であることは歪めない。 しかしな

がら， 1988年から実施されてきた銚子海域におけるマ

ダイ種苗放流についての初めての評価であるという点

では意義があると考えられ，今後の市場調査資料の蓄

積により，再評価されることが望ましい。

今回，銚子海域と他3海域で用いた評価方法では，

いくつかの改善すべき点、が残されている。それは，こ

れらの方法では区間推定ができないことのほか，漁獲

量統計(暦年)とマダイ年度のずれ，切断法による年

級群分離の精度，市場調査における市場数と調査頻度

などであり，精度を高めるうえで検討すべき点である

ほか，限られたコストで放流効果を精度良くモニタリ

ングする工夫が今後必要となってくると考えられる。

放流魚の混獲状況

これらの市場調査で得られた放流魚のi昆獲状況は，

回収率等の恭礎データとして用いられる。回収率等は

67 

放流効果を放流尾数に対して絶対的に評価する値とし

て用いられているが，一方，市場調査で得られる ii昆
獲率」も天然資源量に対する放流資源の割合を相対的

に示す指標として重要な意味を持つ。ここでは，天然

資源量を表す指標として漁獲量を用い，漁獲量に対す

る放流数を海域別に表l，各海域の平均j昆獲率と比較

した(表17)。

各海域における平均漁獲量(l980~1996年) 1トン

あたりの放流数は東京湾，東安房，夷隅及び銚子でそ

れぞれ52，151尾， 123，247尾， 21，950尾， 9，001尾であ

り，それに対する平均j昆獲率 (1985~1996マダイ年度)

は27%，40%，11%，8%であった。これにより，平

均j昆獲率と漁獲量あたり放流数はおおむね相関するこ

とが示された。これは，今井剖が比較した各県におけ

るマダイ放流魚のi昆獲ネと単位漁獲量あたりの種苗放

流数の関係と一致する。

また，東安房海域での平均混獲率40%に対する漁獲

表10 東安房海域における放流年別の回収尾数及び回収率(96) 

年齢別陣l収尾数(上段)及び回収率(下段)
放流年放流尾数

1982 10，α泊

1983 77，258 

1984 44，ωo 

1985 7，217 

1986 122，096 

1987 107，αm 

1988 90，141 

1989 10，011 

1990 28，307 

1991 82，αm 

1992 114，αm 

19自>3 82，α氾

1ぬ4 76，∞o 

1ω5 1∞，α旧日

1ω6 28，2∞ 

合計回収尾数
平均回収率
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量あたり放流数は123，247尾である一方，夷隅海域に

おける平均混獲率11%に対する漁獲量あたり放流数は

21，950尾であり， i.見獲率の海域差より放流数の差の方

が大きい。この理由として，東安房海域における天然

資源が比較的少ないことが考えられる。言い換えると，

もともと漁獲量の少ない海域に多くの種苗放流を行っ

たことによって，漁獲量の底上げがなされている状態

であると推察される。今後，環境収容力や適正放流量

など，より効率的な栽培漁業の進め方について検討す

べきであろう。

海域別の回収率・回収重量

各海域における回収尾数と回収重量とそれにより算

出された各海域における平均魚体重，平均尾叉長を表

18に示す。また，東京湾東安房・夷隅の 3海域につ

いては1991マダイ年度までの資料を用いた放流効果に

ついて評価されたことがある凶。しかし，同報告で用

いている有効無標識放流尾数は本報と算出方法が呉な

る。そこで，本報による有効無標識放流尾数(付表 1) 

を用いて， 1，，1収率や回収重量を再計算l，今回評価し

た1996マダイ年度までの年齢別の数値と比較した(表

18， 19)。なお，前述の1991マダイ年度までの資料12)

では夷隅海域は夷隅北部海域(岬町太東~勝浦市川津)

で集計されているため夷|明海域として再計算し，比較

した。

まず，東京湾海域では， 1991"ダイ年度までの値と

比較して回収率・回収重量ともわずかな増加に留まっ

た。年齢別では， O~4歳魚の若鈴魚において，回収

率・重量ーともほぼ増加した。これは，これまでの放流

技術や中間育成の向上による放流種苗の添加効率の上

昇により回収率が増加したものと考えられた。また，

当海域で利用されているマダイ放流魚の平均魚体重は

O.448kg，平均尾叉長は274凹で，これはほぼ2歳魚に

相当する(表18)が，刺網等による O歳魚の漁獲も報

告されており叫，小型魚の再放流などの資源管理の取

表11 東安房海域における放流年)J1jの回収重量(kg)

年齢別凶収柔量(上段)及び10万尾当たりの回収重量(下段)
放流年放流1品数

1982 10，αJO 

1983 77，258 

1984 44，5∞ 
1985 7，217 

1986 122，096 

1987 107，ぼ氾

1988 卯， 141

1989 10，011 

1鈎o 28，307 

1991 82，α泊

1992 114，αm 

1993 82，αm 

1994 76，α泊

1鈎5 1∞，民泊

1996 28，2∞ 

。歳 1 2 3 4 5 6 7主主 合計
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夷隅海域における放流年別の凶収尾数及び回収率(%)表12

年齢別回収尾数(上段)及び回収率(下段)
放流尾数政流年
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夷隅海域における放流年~IJの回収重量(kg)表13

年齢別回収重量(上段)及び10万尾当たりの同収重量(下段)
放流尾数放流年
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表14 銚子海域における放流年別の同収尾数

放流年 O歳 I歳 2歳 3歳 4歳 5歳 合計

1991 2，743 759 75 ，160 12 12 4，060 
1992 日5 331 1，69古 10 18 2，559 
1993 220 7，478 41 44 7，783 
1994 4，975 436 157 5，568 
1卯5 358 383 741 

1996 172 172 

合計 8，973 9，386 1，969 514 30 12 20，884 

表16 銚子海域における放流魚回収率と回収重量

放流尾数

238，267 

凶収尾数

20，銘4

回収重量(kg)

3，383 

表17 平均漁獲量あたり放流数と平均j昆獲率

東京湾

平均漁獲量(トン)季
有効無標識放流尾数意季

平均漁獲量1トンあたりの放流数

平均混獲率(96)キキ傘

40 
2，067，6印

52，151 

27 

ホ 1980~1996年の農林水産統計慌の平均

件付表1より
判*1985~ 19967ダイ4度の平均

表18 千葉県における海域別広マダイ放流魚回収状況と平均魚体重

海 域 東京湾 東安房 夷隅 銚子
調査'1'令 1982~ 1996 1982.~ 1996 1987~ 1996 1991 ~ 1996 

回収尾数 218，∞8 63，308 35，894 20，884 
回収丞量(kg) 97，741 53，961 27，375 3，お3

平均魚体重
0.448 0.852 0.763 0.162 

(kg/尾)

平均尾叉長
274 340 328 194 

(mm) 

り組みを実践することによりさらなる効果が期待でき

るものと思われる。

次に東安房海域であるが，当海域での1996年までの

評価では，平均回収率8.34%，10万尾あたりのi[if収重

量は8，153kgであった。年齢別では，全年齢とも回J!;{

率は増加し，回収重量についても 0，1歳魚を除いて

大きく増加した。当海域では千葉県において平均漁獲

量あたりの放流実績が-_._.番高く(表17)，それが回収

率重量の増加に起因していることが考えられる。ま

た，当海域での1985~1996マダイ年度の平均混獲率は

40%であった(表 7)。今井却による神奈川県におけ

る例では， 1990~ 1994年の混獲率(同報告では鼻孔隔

皮欠損魚率と表不)は30.0~41. 9%で推移し，放流魚

10万尾あたりの回収重量は 5トンであった。このこと

表15 銚子海域における放流年別の回収重量(kg)

放流年 0歳 I歳 2歳 3歳 4歳 5歳

1991 97 135 34 395 17 24 

1992 18 59 771 8 25 
1993 8 1，326 19 38 
1994 176 77 71 
1995 13 68 
1996 6 

合計 317 1，664 896 441 41 24 

回収率(%)

8.76 

10万尾当たり担l収重量(kg)

1，420 

東安房 夷隅 銚子

8 40 26 

978，730 867，6日 238，267 
lお，247 21，目印 9，∞1 

40 11 8 

合計

701 

881 
1，391 
324 
81 
6 

3，383 

から，東安房海域での放流効果の推定侠は神奈川県全

域での放流効果(遊漁釣獲量を含む)に匹敵し，本報

で考慮に入れなかった遊漁釣獲量を加えることにより

さらなる推定値の上昇が考えられた。

次に，夷「晴海域であるが，当海域では， 1991マダイ

年度までの値と比較して，新たに 5~7歳魚の評価が

加わり，回収率，回収重量とも上昇した。年齢別にみ

ると， 3歳魚までの偵は1991年までの値より上昇もし

くは同程度の値を示すが， 4歳魚では大きく減少した。

5歳魚以上は前回値がないので比較することはできな

いが，この 5年間に当海域で利用されている魚体の小

宮!化(若齢化)が考えられた。当海域において漁獲さ

れたマダイ放流魚の平均魚体重は0.763kg，平均尾叉

長は328mmであり，これは 3歳魚に相当する(表18)。

当海域におけるマダイを対象にした主な漁業種類は延

縄漁業であり，。歳魚など小型魚の利用はないと思わ

れるが，今後，小型魚がj昆獲された場合は，再放流の

実践など資源管理に具体的に取り組むべきであろう。

最後に，銚子海域であるが，当海域の評価方法は前

述のとおり， 11也3海域と異なる算定方法を用いている

ため，直接比較することはかなり無理が生じるけれど

もあえて比較する。当海域での回収率は8.76%，放流

魚10万尾あたりの平均回収重量はl，420kgであった

(表16)。これは他 3海域と比較して，回収率では劣

らないが，回収重量ではかなり下回る値である。当海

域で漁獲された放流マダイの平均魚体重はO.162kg， 
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表19 調査年別のマダイ放流魚の平均回収率(%)

海域 調査51' 。歳 1 2 3 4 5 6 7三三 令官i

東京湾
1982-1991 0.10 6.97 6目85 1. 79 0.72 。目33 0.14 0.09 17.∞ 
1982-1996 0.17 7.31 6.49 1.94 0.88 0.31 0.12 0.12 17.34 

東安房
1982-1991 0.06 1.27 1.64 1.15 0.56 0.33 0.15 0.20 5.38 
1982-1996 0.07 1. 68 2.28 1. 87 1.07 0.61 0.33 0.43 8.34 

夷隅
1987-1991 O.∞ 。目 50 1. 39 1. 79 1. 57 5.25 
1987-1996 O.∞ 0.72 1.94 1.30 0.80 0.38 0.16 0.16 5.47 

表20 調交年別のマダイ放流魚の放流魚10万尾あたりの凶収重量(kg)

海 域 調査年 。歳 1 2 

東京湾
1982-1991 5 1，296 2，910 
1982-1996 8 1，352 2，811 

東安房
1982-1991 4 406 858 
1982-1996 4 384 1，116 

夷隅
1987-1991 。 1∞ 608 
1987-1996 。 151 872 

平均尾叉長で194mmと小型魚が利用されている。また，

銚子海域におけるマダイ種苗放流はそのm:史も浅く，

累積放流尾数も少ない。このため，放流魚の高齢魚へ

の資源添加が進んでいないことが考えられる。一方，

銚子海域における小型底曳き網漁業者は小型魚の混獲

を避けるため，二段式コッドエンドを用いた選択漁具

を開発し， 1998年9月より一斉に導入した41)。これに

より，資源管理の機運が高まるとともに小型魚の保護

が推進さることが期待され，今後の稜苗放流の継続に

より当海域におけるマダイ放流魚の回収量の増加が期

待される。このため，市場調査資料が蓄積された時点

で再評価されることが望ましい。

今後の展開

今回の報告では，遊i魚釣穫量について考慮しなかっ

た。また，銚子海域については， 1也3海域と異なる手

法で評価したほか，東京湾海域では神奈川県側からの

移動分必)についての検討は行わず，これらの 3点が問

題点として残された。今後，マダイ種苗放流が事業化

し，事業主体による放流効果のモニタリングがなされ

る際には，限られたコストで効率よく，精度の高い市

場調査が行われることが必要である。そのためには，

今回整理した評価方法に従って，調査市場の数，調査

頻度，そして算定に必要な標本数がバランス良く配置

されるような調査計画を立案することが重要である。

最後に，本報告をまとめるにあたり，適切な助言・

指導を下さった当場の清水利厚浅海資源研究室長に深

謝するとともに，長年にわたり市場調査に携わった市

場調査員の方々と歴代の浅海資源研究室員の皆様にお

礼申し上げる。

3 5 6 7三三 合計

1，461 979 655 337 293 7，936 
1，636 1，211 605 293 387 8，303 

1，郎3 794 670 481 653 4，950 
1，699 1，469 1，220 885 1，375 8，153 

1，434 2，150 '1，291 
1，044 I，C日 734 415 507 4，776 

要約

1 )千葉県におけるマダイ漁獲量は1984年にこれまで

の最低値である54トンを記録した後，上昇に転じ，

1986年以降はおおむね100-150トンで推移した。

2)千葉県におけるマダイ種苗放流量は1980年から1996

年までに合計759万尾であった。

3) 1985年から1996年に，県内 9市場において，おお

むね週 1回の割合で，水揚げされたマダイの尾叉

長を測定するとともに，胸鰭変形及び鼻孔隔皮欠

損を指標として，天然魚と放流魚の識別調査を行っ

た。

4)マダイ放流魚のi昆獲ネは，東京湾海域の3市場が

平均27%，東安房海域の4市場が平均40%，夷隅

海域の大阪市場が平均11%，銚子・九十九里海域

の銚子市場が平均 8%であった。

5 )東京湾海域，東安房海域，夷隅海域では， jfT場調

査結果を 2か月ごと，年齢ごとにまとめ，調査市

場の漁獲量と海域の漁獲量から重量比で引き延ば

し，各海域におけるマダイ放流魚の回収尾数を算

出した。また，年齢別平均魚体重により担l収重量

を算出した。さらに，各海域における2有効無標識

放流尾数から，回収率と放流魚10万尾あたりの回

収重量を算出した。

6 )銚子海域では，市場調査による混獲率と統計資料

によるマダイ漁獲量からマダイ放流魚の回収尾数

を算出し，平均魚体重を用いて， liH収重量も算出

した。さらに，銚子海域内の有効無標識放流尾数

から，回収率と放流魚10万尾あたりの回収重量を
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算出した。

7)東京湾海域での回収率及び放流魚10万尾あたりの

回収重量は，それぞれ17.3496，8，303kgと推定さ

れた。

また，東安房，夷隅及び銚子海域では，回~;{率が

それぞれ， 8.3496， 5.4796， 8.7696，放流魚10万

尾あたりの回収重量は，それぞれ8，153kg，4，776 

kg， 1，420kgと推定された。
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海域別有効無標識放流尾数付表1

言i合子銚隅夷東安房東京湾放流年

0 

0 
171，750 
187，258 
271，7∞ 
44，497 
297，712 
315， 722 
414，112 
296，926 
167，017 
299，313 
351，587 
377，193 
291，897 
472，041 
193，575 

2，752 
45，440 
25，α)() 
38，α旧
日1，臼)()

36，075 

68，480 
159，363 
178，216 
19，103 
22，670 
116，521 
87，伎町
70，α:0 
94，α:0 
52，3∞ 

10，収泊
77，258 
44，5∞ 
7，217 

122，096 
107，伐)()
90，141 
10，011 
28，307 
82，αm 
114，α)() 
82，α)() 
76，α)() 
1∞，αJO 
28，2∞ 

161，7回
110，α)() 
227，2∞ 
37，280 
175，616 
140，242 
164，608 
108，699 
119，607 
191，891 
75，626 
183，193 
107，897 
187，041 
77，∞o 

蜘

悶

悶

鵬

捌

蜘

蜘

即

鵬

蜘

蜘

則

脱

抑

制

蜘

腕

4，152，3∞ 238，267 867，6日978， 730 2，067，650 合計

海域別無標識放流種筒の放流時における胸鰭変形率及び鼻孔隔皮欠損率(%)付表2

夷 隅 銚子

鼻孔隔皮 鼻孔隔皮

欠損率 欠損率

東安房

鼻孔隔皮

欠損率

東京湾

胸鰭

変形率

海域

胸鵠

変形率

鼻孔隔皮

欠損 率
識別指標

鵬

拙

拙

蜘

蜘

附

卿

卿

蜘

制

服

蜘

蜘

蜘

蜘

78 (78) 
70 (74) 
伺 (79)
69 (77) 
81 (78) 
80 (78) 
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刊
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n
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v
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q
6

2
3
H
7
9
 

閉
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'
 

傘銚子海域の( )内は各'1の漁獲に含まj，うる放流年次の平均値。
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付表3 東京湾海域における調査市場(萩生・勝山・富山)のマダイ潟、獲量(kg)

年度 5，6月 7，8月 9，10月 11，12月 1，2月 3，4月 計

1985 2，924，1 3，244.8 3，942.0 919.4 246.9 2，989.6 14，266.8 
1986 3，922.8 1，735.0 1，862.8 2，296.3 1，112.2 3，970.1 14，899.2 
1987 3，286.8 3，345.3 2，312.2 1，385.7 961.4 4，814.1 16，105.5 
1988 3，293.1 2，395.3 2，ω6.9 日1.0 655.7 3，310.7 12，332.7 
1989 3，484.5 2，714.8 2，557目5 2，845.2 叩4.0 3，401.0 15，907.0 
1990 3，671. 5 2，734.5 3，789.1 1，224.4 4告1.8 3，275.0 15，189.3 
1991 3，090.3 2，252.4 3，902.8 1，249.3 418.9 3，6お.7 14，547.4 
1992 1，632.7 1，346.2 4，978.6 3，975.4 1，167.3 8，403.9 21，503.8 
1996 2，991. 2 1，543.0 2，924.9 1，749.5 611.1 5，679.9 15，499.4 

付表4 東安房海域における調を市場(白子・和田・江見・鴨川1)のマダイ漁獲量(kg)

年度 5，6月 7，8月 9，10月 11，12月 1，2月 3，4月 計

1985 1，133.6 414.7 143.0 383.8 348.4 5，918.3 8，341.8 
1986 2，667目4 452.5 244.5 379.0 474.3 1，回3.7 5，801.4 
1987 1，223.7 403.6 301. 3 578.4 202.2 2，319目4 5，028.6 
1988 2，238.5 549.4 614.3 914.1 574.4 2，478.3 7，369.0 
1989 1，843.5 468.4 441.2 496.3 378.6 1，618.9 5，246.9 
19ω 1，134.7 273.7 299.3 653.6 247.5 2，577.1 5，185.9 
1991 1，550.2 518.6 728.0 908.7 308.8 2，964.7 6，979.0 
1992 1，∞7.6 2日.4 247目2 824.4 回9.2 971.5 3，814.2 
1993 2，156.8 573.8 959.0 5，483.4 515.1 4，804.4 14，492.4 
1994 Eωo 296.1 1，264.1 655.7 1，023.1 5，376.2 9，575.1 
1995 4，857.1 852.7 894.6 720.9 1，563.2 7，666.5 16，554.8 
1996 6，333.5 5，594.2 5，667.4 1，491. 5 1，031.4 7，480.4 27，598.3 

付表5 夷隅許証域における調査市場(大原)のマダイ漁獲量 (kg)

年度 5，6月 7，8月 9，10月 11，12月 1，2月 3，4月 計

1987 5，831.1 6，645.5 6，455.6 10，425.7 2，487.1 7，471目3 39，316.3 
1988 5，345.2 5，442.8 2，686.3 3，536.7 848.2 1，204.2 19，063.4 
1989 6，ω0.5 5，28旧.5 5，879.0 3，449.2 1，574.9 1，656.2 23，936.3 
1卯D 3，ω3.3 1，795.4 3，462.3 3，9卯 9 377.5 1，142.1 13，811. 5 
1991 5，770.6 2，330.4 4，804.0 2，817.7 598.9 8，565.7 24，887.3 
1992 3，466.0 3，090.5 2，543.1 2，237.3 927.4 5，399.9 17，664.2 
1993 ム560.5 14，102.1 4，499.8 4，833.8 717.2 3，552.1 32，265.5 
1ぬ4 2，214.6 2，444.8 1，809.9 3，防8.8 3，238.7 6，453目 I 19，729.9 
1995 1，580.8 1，964.4 3，061. 3 1，799.0 1，017.3 1，145.7 10，568.5 
1996 6，438.8 4，834.3 7，025.3 2，185.4 5，118.5 1，375.5 26，977.8 
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年級群分離をする場合の年齢区切り値および平均体豆付表6

tを3

(35) 
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(177) 
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(455) 
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(859) 

370 

(1371) 

425 

(1950) 

473 

(2問)
515 

(3235) 

平
3，4月

(74) 
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(605) 

335 

(1日56)
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(1607) 
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(2209) 
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(3513) 

1，2月

(54) 
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(1閃8)
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(21∞) 
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(2746) 
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(3401) 

7，8月

(15) 

132 

(124) 

217 

(368) 
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(744) 

356 

(1235) 

413 

(1蹴)
462 

(2424) 

印西

(3079) 

5，6月

(8) 

117 
(97) 

203 
(315) 

279 

(672) 

345 

(1143) 

403 

(1698) 

454 

(2307) 

498 

(2960) 

年齢
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訂
一
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日
一
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5
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0
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2

0
一5
0
一
閉
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3
一

一

7，8月 9，10月 11，12月 1，2月

o 0 1 1 
o 0 1 0 

田 182 127 82 
97  7 5 

2182272  
22 2 1 0 

25 7 3 1 
7 o  1 1 

5 3 0 0 
o 1 0 0 

1 0 0 0 
0 o 0 0 

3 0 0 0 
0 o 0 0 

2 0 0 0 
o 0 0 0 

344 214 138 86 

381010 6 

。

7三玉

計

年齢区切り結叉長， mm(平均体重， g) 

1lO月 11，12月

(24) (37) 

147 161 

(155) (186) 

230 242 
(420) (479) 

302 313 

(813) (895) 

365 375 

(1322) (1413) 

421 429 

(1892) (1994) 

469 477 

(2528) (2635) 

512 518 

(3184) (3273) 

市場調査における調査尾数と放流魚尾数(東京湾海域:萩生・勝IlJ.富山)

(1986マダイ年度)

年齢爵査項目 ι6月
調査尾数 1 
故流魚尾輩 。
詞査尾数 37 
放流血尾主主 3 

詞査尾数剖日

放流魚尾輩 43 

詞査尾数 53 
放流血尾数 3 

調査尾数 31 
故流血尾数 1 

調査尾輩 16 
放流血尾量 O 

詩査尾数 4 
故流魚尾数 O 

調査尾数 13 
故流魚尾数 O 

詞査尾数 401
世清魚尾数 日
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7，8月 9，10月1l，12月 1，2月

o 0 0 0 
0o  0 0 

55 1佃 o 0 
15 多1 0 0 

52 28 0 0 
1o 5 0 0 

32 9 0 0 
2 1 0 0 

9 1 0 0 
1 0 00  

1 2 0 0 
0 00  0 

1 000  
0o  0 0 

o 1 0 0 
0 o  0 0 

1田 141 0 0 
28 30 0 0 

。

7，三

計

付表7

(1985マダイ年度)

年齢調査項目 5，6月

謂査尾致 。
故流魚尾致 。
調査尾数 20 
放流魚尾致 3 

詞査尾数 70 
放流鼠尾数 18 

詞査尾数 28 
放流曲尾数 2 

調査尾数 12 
放流魚尾数 O 

謂査尾数 6 
放流魚尾数 0 

調査尾致 2 
世流魚尾輩 0 

謂査尾数 I 
故流魚尾致 。
詞査尾数 139 
位流魚尾致 23 
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6 

7'玉

計

計

11 

1 

且2

102 

τ田
1臼

207 
36 

田

8 

23 
2 

26 

20 
3 

1，367 
316 

3，4月

10 
0 

118 

52 

171 
日

72 
18 

20 
4 

7 
1 

8 
1 

9 
1 

415 
142 

18月 9，10月11，12月 1，2JJ

o 0 0 1 
o 0 0 1 

57 路 18 5 
21 11 8 3 

開 79 17 6 
12 21 4 4 

1824121  
2 3 3 1 

1 0 1 3 0 0  
22  0 0 

5 8 0 0 
o 0 0 0 

5 6 0 0 
0 o  0 0 

2 2 1 0 
1 0 0 0 

I田 l国品目

3837159  

(1988マダイ年度)

年齢 謁王子項目 5，6月

調査尾数 0 
放流魚尾致 。
調査尾数 18 
放流魚尾数 7 

調査尾数 416
放流魚尾数 57 

詩査尾致 団

放流魚尾数 9 

詞査尾数 7 
放流魚尾量 0 

調査尾致 3 
故詰4魚尾数 1 

詞査尾致 7 
放置魚尾数 0 

詞査尾数 6 
故流魚尾数 I 

調査尾数 537 
故流魚尾数 75 

。
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o 0 0 0 

1957007  
62 19 0 2 
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11  0 1 

1 4 0 0 
0 000  

o 8 0 0 
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1 2 0 0 
0 o  0 0 

1 0 00  
0o  0 0 

時9 1田 o 16 
干'0 29 0 6 

(1987マダイ年度)

一年齢謂査項目 5，6月

調査尾教 0 
放流魚尾致 。
調査尾数 30 
故流魚尾数 22 

調査尾数 4回
世流魚尾教 27 

謂査尾数 77 
故流魚尾並 立

詞査尾数 39 
放流魚尾主主 6 

詞査尾致 18 
世流魚尾数 1 

調査尾数 2 
放流魚尾教 1 

調査尾数 9 
放流魚尾散 O 

調査尾数回1

故流魚尾数 69 

4 

。

2 

3 

5 

6 
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4印
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1.1田
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千葉県における漁業によるマダイ種苗放流効果の推定

7.8月 9.10月 11.12日 1.2月

2 4 3 0 
I 0 2 0 

142 101 59 5 
日 31 11 4 

お9 312 73 11 
7'4 85 41 8 

予'65182
14 8 3 I 

37 9 2 1 
3 2  1 0 

5 3 3 0 
o 0 0 0 

3 2 2 0 
0 I  0 0 

3 0 4 0 

o 0 I 0 

田7 482 1日 19
1臼 127 62 13 

(1990マダイ年度)

一年齢詞査項目 5.6月

調査尾数 0 
放流魚尾数 O 

詞査足数 7l 
放流魚尾数 38 

詞査尾監 3曲
放流血尾数 79 

謂査尾数 回

世流魚尾数 10 

詞査尾数 39 
放流魚足並 8 

調査尾数 8 
放流魚尾数 1 

調査尾数 12 
放流魚尾致 4 

詞査尾数 20 
世流魚尾数 1 

調査尾輩 570 
世流量尾主主 141 

7'豆

計
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7.8月 9.10月 11.12月 1.2月

o 0 7 I 
o 0 2 0 

473 3田 141 I剖
77 田 49 37 

444 2多1 97 21 
99 33 4212  

156 31 16 5 
261083  

35 5 5 0 
73  0 0 

7 0 I 0 
1 0 0 0 

5 0 I 0 
1 o I 0 

5 I 1 I 
o 0 0 0 

1.1お回4 回9 I臼
211 96 102 52 

付表7 続き

(1989マダイ年度)

年齢謂査項目 5.6月

調査尾数 o 
放流魚尾数 O 

詞査尾数 84 

放流魚尾数 16 

調査尾数 .124
放流魚尾数 162 

調査尾数 175 
放流魚尾数 28 

調査尾数 48 
放流魚尾数 8 

調査尾数 11 
放流魚尾数 2 

謂査尾数 18 
放流魚尾数 5 

調査尾数 18 
故流血尾数 1 

詞査足数 778 
放流血尾数 222 

。
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計
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5 
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4 

計
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5 

1.923 
112 

印2

37 
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田
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0
一
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宮

18月 9.10月 11.12月 1.2月

1124420  
1I  2 0 

639 251 495 1お
28 15 25 18 
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410  8 3 

1323375  
3 6 16 3 

2 9 16 I 
1 3  7 0 

3 I 2 0 
I 0 00  

o 0 0 0 
0 o  0 0 

2 2 0 0 
0 o  0 0 

7田 435 725 173 
招 35 回目

(1992マダイ年度)

一年齢調査項目 5.6月

調査尾数 O 
放流魚尾誼 0 

調査尾数 回

世流魚陪主主 5 

調査尾数 詔

故流魚尾数 3 

調査尾数 17 
故流魚尾数 6 

謂査尾教 14 
放流血尾数 6 

詞査尾数 4 
位流魚尾主主 0 

調査尾誼 6 
世流魚尾数 l 

調査尾数 5 
放流魚尾誼 0 

調査尾数 173 
放流血尾数 21 
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3 2 I 4 

o 3 1 0 
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0 o  0 0 

75 420 98 29 
22 田 31 12 

。991マダイ年度)

一年齢調査項目 5.6月

調査尾致 。
世流魚尾数 O 

詞査尾数 11 
放流魚尾数 6 

調査尾数 57 
11{涜魚尾数 25 

調査尾数 88 
放流血尾数 19 

調査尾数 25 
世流魚尾数 ら

調査尾数 15 
放流血尾数 。
調査尾数 4 
放流血尾数 2 

謂査尾数 16 
放流組尾数 3 

調査尾数 216
放流血尾数 回
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(1996マダイ年度)

一 =年齢調査項目 5.6月

詩査尾数 O 
放流魚尾数 O 

詞査尾数 95 
放流血尾数 43 

調査尾数 日
放流血尾数 9 

詞査尾数 回

世流魚尾数 9 

謂査尾数 15 
世流魚尾数 3 

詞査尾数 9 
放流魚尾数 l 

調査尾致 2 
放流血尾数 O 

爵査尾数 4 
放流魚尾数 I 

調査尾数 お4
故流魚尾教 師
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7，8月 9，10月 11，12月 1，2月

o 0 0 0 
0 o  0 0 

119 曲 14 5 
12 16 0 0 

179 30 16 5 
11 6 2 0 

4 1 0 1 
1 o  0 0 

1 2 0 0 
o 0 0 0 

3 0 0 0 
0 o 0 0 

o 0 0 0 
o 0 0 0 

4 2 0 1 
0 o  0 0 

310 115 30 12 
24 22 2 0 
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付表8 市場調査における調査尾数E放流魚尾数(東安房海域:白子・和田・江見鴨川1)

(1985マダイ年度) (1_マダイ年度)

一 一年齢調査項目 5，6月 7，8月 9，10月 11，12月 1，2月 3，4月 計 年齢調査項目

調査尾数 08210011  詞査尾数

故流血尾数 o 0 0 0 0 0 o v 放流血尾故

調査尾数 82 日 56 28 0 0231 唱 調 査尾数

放置魚尾数 16 6 9 8 0 0 39 故流員尾数

詞査尾輩 出 251500 071  向調査尾数

故流血足数 1280001  1 v 放流魚足数

調査尾数 28 ，17 14 1 0 0 却 の調査尾数

故直魚尾数 6 6 3 o 0 0 15 故障魚尾数

調査尾数 15 4 5 0 0 1 25 詞査尾数
放流魚尾数 o 0 0 o 0 1 1 宝 放流魚尾数

詞査尾数 15 5 2 0 0 0 22 謂査尾致

放宜魚尾数 o 0 0 0 0 0 0 υ 放流魚尾数

詞査尾致 5220009  調査尾数

故流魚尾教 0000000  υ 紋流魚尾数

詞査娼数 1919000038  謂査尾致
7壬

放高魚尾並 o 0 0 0 0 0 0 放流血尾数

調査尾数 195 175 田 却 o 1 497 可『謂査尾数

放流魚尾数 23 14 20 8 0 1 印 刷放流魚品数
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7，8月 9，10月 11，12月 1，2月

o 0 0 0 
0 o  0 0 

1 0 0 0 
o 0 0 0 

5 12 0 0 
0 1 0 0 

3 7 0 2 
o 0 0 0 

o 0 0 0 
0 o  0 0 

o 0 0 1 
o 0 0 0 

1 2 0 0 
1 0 0 0 

1 2 0 0 
0 o  0 0 

11 23 0 3 
1 1 0 0 
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7，8月 9，10月 11，12月

o 0 0 
o 0 0 

4 11 0 
1 6 0 

9 14 1 
3 7 0 

6 21 5 
2 8 4 

4 13 2 
o ，1 1 

o 9 0 
0 20  

2 0 1 
o 0 0 

4 2 0 
3 0 0 

29 70 9 
9 27 5 
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一
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日
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時
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(1990マダイ年度)

一 一年齢調査項目

調査尾数

放流血尾数

調査尾盈

故流魚尾数

調査尾数

放流血尾致

調査尾誼

放流魚尾数

調査尾数

放流魚尾数

詞査尾註
放流魚尾数

調査尾教

位流魚尾数

調査尾致
世流魚尾数

詞査尾教

放流魚尾数

。

(1988マずイ年度)

一 一年齢詞査項目

調査尾数

世流魚尾数

調査尾致

放i宜魚尾量

調査尾数

故流血尾数

詞査尾数

放流血尾量

調査尾数

1R流魚尾数

調査尾誼

放流魚尾数

調査尾数

放流魚尾数

調査尾輩

肢流血尾数

詞査尾数

放流魚尾数

3 

6 

計

4 

5 

2 

4 

7話

計一

1

0
一
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一
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一日

3
一
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4
一回

4
一
回
描

3
一

7，8月 9.10月 11，12月1.2丹

o 0 1 0 
o 0 0 0 

27844  3 
240  21 2 

3 29 日 2
11330  2 

4 4 14 6 
0 2  4 1 

6 1 10 4 
o 0 2 1 

2 1 2 1 
0 o  1 0 

1 0 2 1 
o 0 0 1 

1 1 4 1 
0 000  

19 114 140 18 
3 回国 7

(1989マダイ年度)
ー =
年齢詞査項目 5，6月

調査尾致 。
放流血尾数 0 

詞査尾数 2 
放流魚尾主主 2 

調査尾致 3 
放流血尾致 1 

調査尾数 28 
故流魚尾教 6 

詞査尾数 回

放流肱尾数 2 

調査尾数 日

放流血尾数 2 

調査尾数 5 
放流魚尾数 1 

調査尾数 9 
故涜魚尾数 0 

詞査尾主主 開

放i涜魚尾数 14 

。

(1987マダイ年度)

一年齢詞査項目

調査尾誼

放流魚尾数

調査尾監

位流血尾数

調査尾致

放流魚尾数

調査尾数

放流魚尾数

詞査尾致

放流魚尾数

調査尾数

放流魚尾致

調査尾数

世流魚尾数

調査尾数

放流魚尾数

調査尾教

放流魚尾数

3 

6 

計

5 
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千葉県における漁業によるマダイ種苗放流効来の推定

7，8月 9，10月1l，12月 1，2月

o 0 0 0 
o 0 0 0 

4 12 3 5 
0 2  0 1 

4 10 4 3 

o 2 2 0 

3 2 3 2 

21  3 1 

3 2 0 3 
1 0 0 1 

2 0 1 1 

1 0 0 0 

o 2 0 3 
0 1  0 1 

o 0 0 1 
o 0 0 0 

16 28 11 18 
4 6 5 4 

(1992マダイ年度)

一年齢調査項目 5，6月

調査昆致 。
放流魚尾数 O 

調査尾鼓 12 
段高踊尾教 5 

詞査尾数 12 
放流魚尾数 7 

詞査尾数 18 
放流担括主主 12 

詞査尾数 4 
放流血尾教 2 

詞査尾数 2 
放流魚尾鼓 2 

詞査尾数 1 
放流血尾数 O 

詞査昆致 3 
位流血尾数 l 

調査尾数 52 
肢流物尾数 29 
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一目
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一
1

1
一
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1
一
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1
一
1

1
一
O
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一
四

H

7，8月色10月 11，12月

o 0 0 
o 0 0 

17 1 1 
12 1 1 

13 3 3 
9 1 2 

9 10 1 
3 5 1 

2 7 1 
2 2 1 

0 20  
o 2 0 

o 0 0 
o 0 0 

3 2 0 

o 0 0 

44 25 6 

26 11 5 

付表8 続き

(1991マずイ年度)

一年齢詞査項目 5，6月

調査尾数 O 
放流血陪数 0 

調査尾数 6 
放流魚、尾数 4 

調査尾数 18 
放流魚尾数 8 

謂査尾数 32 
位涜魚尾数 12 

詞査尾数 15 
故涜魚尾数 2 

調査陪主主 6 
放流血尾数 3 

謂査尾主主 12 
放流魚尾数 2 

詞査尾数 21 
放流血尾数 3 

調査尾数 110 
故涜魚尾数 34 

。
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7，8月 9，10月 11，12月 1，2月

o 0 1 0 
0 o  1 0 

2 0 0 5 
o 0 0 2 

10 1 1 27 
4o  1 16 

14 1 5 9 
3 1 4 4 

2 0 1 7 
0 o  0 4 

1 1 4 4 
1 o  1 3 

1 0 0 1 
1 0 0 0 

3 0 2 1 
0 o  0 1 

33 3 14 54 
9 1 7 30 
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7，8月 9，10月 11，12月 1，2月

o 0 0 0 
o 0 0 0 

7 担 5 3 
324  2 3 

12 26 11 5 
.1 9 5 2 

7 5 5 2 
2 1 3 0 

3 5 4 0 

14  2 0 

2 0 1 1 

1 0 0 1 

1 0 1 2 
0 o  0 1 

1 4 1 1 
o 0 0 0 

33 71 28 14 
11 38 12 7 
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o 0 0 0 
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1 13 9 3 
110  5 0 

1331218  
6 1 6 10 

32[[12  
21  3 4 

8 1 10 2 
3 1  3 1 

2 2 6 2 
o 2 2 1 

o 1 2 0 
0 1  1 0 

5 2 1 1 
1 0 0 0 

32 担 51 38 
13 16 20 16 
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(1996マダイ年度)

一年齢調査壇目

調査尾致

放流魚尾数

詞査尾数

放流血尾数

調査尾数

放流魚尾数

調査尾数

放流魚尾数

調査尾教

放流魚尾致

調査尾数
故流魚尾数

調査尾数

放流魚尾数

調査尾並

放流魚尾数

調査尾量

放流魚尾数

。

z 

6 

言十

(1994マダイ年度)

一年齢調査項目 5，6月

調査尾数 O 
故流血尾数 O 

調査尾数 2 
放流血尾数 2 

詩査尾教 4 
放流魚尾主主 1 

謂査尾数 10 
放流魚尾教 0 

調査尾数 6 
放流魚尾主主 3 

謂査尾数 5 
故涜魚尾致 3 

調査尾数 4 
放流血尾数 2 

調査尾註 10 
世涜魚尾数 2 

詞査11'.教 40 
放流魚尾数 13 
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18月 9，10月 11，12月 1，2月

o 0 2 0 
o 0 2 0 

0 44  9 
0224  

6 8 1 14 
2 3 0 4 

6 4 3 .1 
4 3  2 2 

14 7 1 6 
5 5 1 1 

1 3 0 5 
0 1  0 1 

4 0 0 4 
1 0 0 1 

5 3 1 4 
0 o  1 0 

36 29 12 46 
12 14 8 13 

(1995マずイ年度)

年前調査項目 5，6月

調査尾数 0 
放流魚足数 0 

調査尾数 12 
放流魚尾数 4 

調査尾教 39 
故直魚尾数 16 

調査尾数 34 
故直魚尾数 18 

詞査尾数 22 
位琉魚尾数 8 

詞査尾主主 10 
放流魚尾盈 2 

謂査尾数 7 
放流魚尾数 。
調査尾数 12 
放流魚尾数 4 

調査尾並 136 
放流魚尾数 52 

。

3 

6 

計

。993マダイ年度)

一年齢謂査項目 5，6月

詞査尾註 0 
位置魚尾数 0 

詞査尾数 3 
世流血尾数 1 

詞査尾数 1間
放iftl!<尾主主 19 

調査尾数 35 
放流魚尾数 5 

調査尾主主 30 
故直魚尾輩 12 

調査尾数 21 
故流魚尾数 12 

調査尾故 11 
世琉魚尾数 3 

調査尾数 11 
放流魚尾数 4 

調査尾致 217 
世ift担尾数 日

4 

2 
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(1990マダイ年度)

一 一年齢調査項目

調査尾盈

放流血尾量

調査尾輩

放流魚尾数

調査尾教

放流魚尾数

調査尾数

段流魚尾数

謂査尾数

放流血尾量

調査尾数

放流員尾誼

調査尾数

放流血尾故

調査尾教

放流魚尾数

爵査尾数

世流魚尾致
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7，8月 9，10月 11，12月 1.2月

o 0 0 0 
0 o  0 0 

II 62 41 14 
1 19 7 2 

138 102 214 14 
0 1  1 0 

220 222 32 12 
2 4 0 0 

114 137 28 13 
14  0 0 

日 31 14 3 
1 1  1 0 

27 5 2 2 
1 2 0 0 

46 9 3 3 
0 o  0 0 

6I 1 日8 334 61 
6 31 9 2 

(1989マダイ年度)

一年齢調査項 目 5，6月

調査尾数 0 
1世流血尾数 0 

調査尾数 2 
放流魚尾数 I 

調査尾数 200 
放流魚尾数 O 

調査尾数 281
故涜魚尾数 6 

調査尾数 185 
世流魚尾数 I 

調査尾輩 76 

放流血尾数 2 

謁査尾致 31 
放流魚尾数 I 

調査尾数 日
放流血尾数 0 

詞査尾 数 お6
故流血尾数 11 
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7，8月 9，10月 11，12月 1，2月

o 0 0 0 
o 0 0 0 

6 6 盟 7
2 o  0 0 

48 38 27 11 

7 5 3 0 

21 28 22 7 
511  8 1 

17 22 17 9 
4 3 5 1 

20 14 8 5 
4 1  2 0 

4 12 6 3 
0 0 00  

23 27 9 6 
0 o  0 0 

139 J.l7 I18 48 
2220182  

(1992マダイ年度)

一年論調査項目 5，6月

調査尾教 0 
放流魚尾数 0 

詞査尾数 2 
放流魚尾致 。
調査尾数 48 
放流魚尾誼 7 

調査尾数 28 
放流血尾敢 12 

調査尾数 お

故読魚尾数 6 

詞査尾数 12 
故涜魚尾数 2 

詞査尾数 8 
放流魚尾致 。
詞査尾数 日

放i庇魚尾数 O 

謂査尾数 131
故流魚尾数 27 

2 

5 

6 

計

付表9 -di場調交における調査尾数と放流魚尾数(夷隅海域:大原O
(1987マダイ年度) (1_マダイ年度)

年齢調査項目民6月 7，8月 9，10月1l，12月 1，2月 3，4月 計 年齢調査項目比6月

調査尾数 000000 0  調査結致 。
放流租尾数 0000000  ν 故流魚尾数 O 

調査尾数 4 147 136 0 7 49 出3 唱 調 査尾数 1 
世流魚尾数 0000000  放流魚尾輩 。
調査尾敢 2印 318 3旧 o 8 44 田1 向 調 査尾数 2回
放流魚尾数 o 1 1 0 0 1 3 “ 放流血尾致 。
調査尾数 61 205 159 0 6 5 436 調査尾数 開

放流魚尾数 0500005  放流血尾輩 。
謂査尾数 28 36 28 0 0 3 95 調査尾数 32 
世流血尾主主 1.1100 0 6  宝 故流島尾致 。
調査届数 23 32 20 0 0 5 回 F 調査尾主主 21 
放流血尾数 0 0 1 0 001  υ 放流魚尾致 。
調査尾数 15151300447  謂査尾誼 19 
放流血足数 000000 0  v 世流血尾教 O 

詞査尾輩 出 4025016125  旬/調査尾数 日

放五魚尾数 o 0 1 0 0 0 1 ，~ 紋流魚尾致 。
調査尾数叫4 泣3 臼2022 !l62，田7 ""，，-調査尾数 425
放流血尾数 1 104  00116  川 放流魚尾数 0 
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7，8月 9，10丹 11，12月 1，2月

o 0 0 0 
o 0 0 0 

o 12 7 4 
0 2  2 0 

.14 101 33 2 

1 7 5 1 2 0  0 

33 116 29 5 
13 35 10 0 

13 曲 13 1 
2 1 2  2 0 

16 47 14 0 
2 1 0 0 

6 31 10 1 
0 o  . 0 0 

929141  
o 0 0 0 

121 3田 120 14 
31 101 34 0 

(1991マダイ年度)

一年齢調査項目 5，6月

調査尾数 0 
依流血尾数 O 

謂査尾致 。
肢流魚尾数 O 

詞査尾鼓 64 
1位涜魚尾数 26 

謂査尾数 1回

世流魚尾誼 却

詞査尾数 甜

放流血尾数 11 

謁査尾数 49 
1自流魚尾主主 I 

詞査尾数 26 
放流血尾数 0 

誤査尾数 39 
1自流魚尾主主 0 

調査尾致 325
放流血尾数 67 

2 

6 

計

3 

4 

5 
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計
一
。
。
一
官
一
初
回
一
即
日
一
回
四
一
回
日
一
品
ロ
一
回

5
一

宮

一一一

0

0
一剖

m
一
訂
国
一
拍

2
一回

3
一
H

3
一辺

4
一
句
二
加
措

千葉県における漁業によるマダイ種苗放流効果の推定

7，8月 9，lOn11，12.月 1，2月

o 0 0 0 
0 o  0 0 

2 13 予o 113 
04  13 35 

30 19 88 49 
1o 8 30 剖

47 44 75 53 
21  4 3 

4132219  
13  1 I 

813610  
03  3 2 

9 9 3 6 
43  0 1 

23 7 712  
1o  0 0 

123 118 271 262 
18 22 51 師

(1994マダイ年度)

年齢詞査項目 5，6月

調査尾致 。
故流魚陪数 0 

謂査尾数 O 

放流魚尾数 O 

詞査尾数 34 
放流血尾数 7 

調査尾教 36 
放流魚尾数 I 

調査尾数 4 

故流魚尾数 1 

調査尾数 4 
放流血尾教 O 

調査尾数 5 
故直魚尾数 O 

調査尾致 10 
放草魚尾数 2 

謂査尾数 回

放流魚尾数 11 

7孟

計

5 

。

2 

3 

4 

6 

計

0 
0 

301 
お

1，441 
30 

171 
号2

1時

48 

182 
20 

116 
5 

183 
4 

2，592 
174 

岬一

0

0
一岨

9
一回

3
一
m
z一
M

2

一4
0

一4
0
一日

0
一
回
目

7，8月 9，10月1l，12_月 1，2月

o 0 0 0 
0o  0 0 

101 65 78 14 
16  14 3 

3曲 437 519 48 
96  10 2 

101 20 21 0 
2o 1 3 0 

122 21 15 2 
29 4 6 1 

116 17 7 0 
12 4 I 0 

70 15 I 0 
32  0 0 

99 17 4 0 
2o  0 0 

972 5位 645 64 
7623346  

付表 9 続き

(1993マダイ年度)

年齢詞査項目 5，6月

調査尾数 0 
位流魚尾数 O 

調査尾致 。
放流担尾数 0 

詞査尾数 15 
放流魚尾数 0 

謂査尾数 19 
放流魚尾裁 8 

調査尾数 出

放流魚尾数 6 

調査尾数 団

故直魚尾数 3 

調査尾数 26 
放流魚尾数 0 

調査尾数 52 
故障匝尾数 2 

詞査尾数 174 
放流血尾数 19 

。

7豆

計

2 

3 

4 

5 

6 

6 

7孟

計一

0

0
一町

8
一
明
出
一
宮
一
旧
日
一

m
m一
π
7
一
瑚
四
一
川
副

同一

0

0
一4
1
一
H

3
一2
0
一O
O
一O
O
一
o
o
-
-
o一担
4

7，8月 9，10月 11，12月 1，2月

o 0 0 0 
0 o  0 0 

2037185  
13  3 0 

73 2M 干o 36 
21 36 8 2 

臼 55 16 5 

17 13 5 3 

36 51 11 7 
12 19 2 2 

493972  
4I  I 2 

20 23 2 6 
3 2  1 0 

6144  5 7 
66  1 0 

3お 4剖 I四回

6480219  

(1996マダイ年度)

年齢詞査項目 5，6月

調査尾数 0 
放流血尾致 。
調査昆数 3 
故流血尾数 0 

調査尾数 日

放流魚尾数 14 

詞査尾数 開

放流魚尾誼 17 

調査尾数 3s 
故沈魚尾致 18 

調査尾数 3s 
放流魚尾数 5 

詞査尾数 路

放流血尾数 l 

調査尾数 印

放流血尾数 7 

詞査尾致 3田
放流血尾教 62 

。

3 

4 

1 

2 

F 
d 

計

6 

7孟

計一

0

0
一
宮
一
即
位
一
川
崎
一
肝

M
一位

8
一担

4
一回

6
一

m
m

岬一

0

0
一
目
立
一
間

7
一
H

2
一回

O一

7

1

5

1

7

0
一
組
お

3
 

7，8月 9，10月 11，12月 1，2月

o 0 0 0 
0 o  0 0 

3 16 39 25 
110  15 7 

64 136 125 46 
828  26 8 

10 41 却 9
717  14 2 

6 40 20 9 
0 7  7 0 

2 24 3 9 
0 5  1 0 

8 10 3 6 
1 2  0 0 

2129  611  
0 3  3 0 

114 296 226 115 
17 72 師 17

(1995マダイ年度)

年齢調査項目 5，6月

調査尾致 。
放出t魚尾数 0 

調査尾致 。
放首魚尾輩 。
謂査尾数 24 
放流魚尾数 5 

謂査尾数 6 
放流血尾数 1 

詩査尾数 10 
放流魚尾致 。
調査尾数 7 
放流魚尾数 I 

謂査尾教 2 
放流血尾数 0 

爵査尾数 16 
放市魚尾教 0 

謂査尾数 65 
放苛魚尾数 7 

。

2 

3 

4 

5 

計
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付表10 凶収率及び回収重量の算出例(東京湾海域1996年)

A 調査尾盟

今三骨旨 5，6JJ 7.8月 9.10月 11，12月 1.2月 3.4月。 。 。 4 8 3 35 
1 95 176 72 34 83 115 
2 56 92 139 52 32 22 
3 53 36 s! 33 9 8 
4 15 7 23 10 1 8 
5 9 I 15 2 2 3 
6 2 主 2 。 5 1 

7孟 4 1 3 I 7 3 

gt 234 314 :多卜2 140 142 193 

C 埠撞串{捕正前):(B/AX100) (%) 

年齢 5.6月 7.8月 自.10月 11.12月 1.2月 3，4Jl 。 0.00 0.00 25.00 50.00 66.67 0.00 
1 45.26 40.91 44.44 20.59 30.12 13.91 
2 16.07 17.39 23.74 38.46 43.75 45.45 
3 16.98 0.00 8.33 15.15 44.44 62.50 
4 20.00 14.29 4.00 O.臼) 1臼).00 50.00 
5 11.11 0.00 40.00 1日工α1 0.00 0.00 
6 0.00 。一α3 100.00 0.00 0.00 0.00 

7孟 25.00 0.00 0.00 100.臼3 14.29 。.00
量子 28.21 28.34 23.8-1 27.86 33.10 17.95 

E 来季撞車(鼻孔隔皮欠損宰で捕E後):(O/D) (%) 

年齢 5.6月 7.8月 9，10月 11，12月 1.2月 3，.1}j 。 0.00 0.00 33.78 67.57 90.09 0.00 
1 67.56 61. 06 00.33 30.73 M.自3 20.77 
2 20.09 21. 74 29.曲 48.08 54.69 56.82 
3 18.66 0.00 9.16 16.65 48.84 68.68 
.， 2<1.69 17.64 4.9J包 0.00 123.46 61. 73 
5 17.92 0.00 64.52 161. 29 0.00 0.00 
6 0.00 0.00 120.48 0.00 0.00 a田

7豆 29.07 。o。 O.剖コ 116.28 16.61 0.00 

G 調定重量 (kg):(AXF/l000) 

年齢 5.6月 7，8JJ 9，10月 11，12月 1.2月 3，4JJ 。 。 。 。 。 。 3 
1 9 22 11 6 19 3! 
2 18 " 58 25 17 13 
3 36 27 68 30 9 8 
.1 17 9 33 1-1 2 13 
5 15 2 2s 4 4 7 
6 5 2 5 。 14 3 

7三五 12 3 10 3 24 11 

言十 III 9s 21.1 83 89 88 

H 閏査市場町マダイ語彊量(覇生，鹿山，富山)(kg) 

5.6月 7.8月 9，lOJJ 11，12月 1.2月 3，4月

1996 2，991.15 1， 5J2. 95 2，92 

1 閤査市場への 引 き 延 ば し 串(H/白白月計}

5.6Jl 7.8月 9，lOJl 11，12月 1.2月 3.4月

26.86 15.68 13.67 21.20 6割3 64.26 

K 闇 査 市 場 町 田明尾監:(EXJ/l曲}

年齢 5.6R 7.8月 仏 10月 11，12月 1.2月 3.4月。 。 。 J8 115 19 。
1 1，724 1，68& 653 221 258 1，531 
2 302 314 561 目。 121 8α3 
3 26s 。 105 116 30 353 
4 99 19 17 。 9 317 

5 43 。 132 68 。 。
6 。 。 33 。 。 。
"玉 31 。 。 25 8 。
言f 2，466 2，018 1.523 1.076 444 3.008 

M 調査市場における並埠年別の回匝尾艶

1989 108，699 

10割) 119，607 

計

50 
575 
393 
223 
66 
32 
11 
19 

1.369 

n 
14.00 
33.91 
25.95 
13.45 
15.15 
28.13 
18.18 
15.79 

26.15 

言T

18.92 
50.62 
32.44 
14.78 
18.71 
45.36 
21. 91 
18.36 

百f
3 

99 
165 
177 
87 
60 
29 
62 

6s3 

言f

言f

22.69 

官十

152 

6.075 
2.631 

871 

462 
Z斜

33 

64 

10，534 

仁亙コ
0.07 

1991 191，891 仁亙口
0.33 

"誕)2 75，626 

1993 183，193 

巳三日
1.59 

E三百
1.24 

199.1 107，897 巨三司

1995 187.o.n 
115.8561 

8.48 

I 397 I 
1996 77.000lーニニムー」

0.52 

6.37 

亀回収尾数 :MXN 回収率:回収尾数/紋淀尾数Xl曲

B 放諸魚尾艶

年齢 5.6月 7，8JJ 9，10.月1l， 12月。 。 。 1 4 
1 43 72 32 7 
2 9 16 33 20 
3 9 。 7 5 
4 3 I 1 。
5 l 。 6 2 
6 。 。 2 。

7三五 I 。 。 1 

言f 66 89 82 39 

D 担流時鼻孔開鹿矢揖串

紋淀年 欠損率

1996 0.7.1 

1995 0.67 
1994 0.8ο 
1993 0.91 
1992 0.81 
1991 0.62 
1990 0.83 
1989 0.86 
1983 0.75 

F 平 均 体 重 (9)

年齢 5，6Jl 7.8月 9.10月Il， 12月。 8 15 24 37 
1 97 124 155 188 
2 315 368 420 479 
3 672 744 813 895 
4 1，143 1.= 1，322 1.413 
5 1.邸時 1.8u6 1.892 1，99-1 
6 2，3(J7 2，424 2.528 2.635 

7'" 2.960 3，079 3，184 3.273 

J 闇査市場町高撞尾監(AXI)

年齢 5.6月 7.8月 9，10月1l， 12月。 。 。 55 170 
1 2，552 2，759 981 721 
2 l.501 1.442 1，900 1.102 
3 1，_124 56! 1，148 700 
4 403 110 342 2"  
5 242 16 20& 42 
6 M !6 27 。
7三三 107 16 41 21 

計 6，286 4，9担 4，7'ぴ2 2.968 

L 簡査市場町回顧重量(kg): (FXK/l回同

年齢 5.6月 7，S)] 9，10月 11，12月。 。 。 。 4 
1 167 209 101 42 
2 95 115 237 2M  
3 179 。 85 10' 
4 114 24 22 。
5 74 。 250 136 
6 。 。 83 。

7壬 92 。 。 8! 

言十 亨21 348 780 621 

N 東京湾書壇マダイ語軍費(トン)

議獲年
言査市場海獲量

豆，坐f 時，1， 屋，" 計

1996 12.61 6 -1 22.61 

1.2月 3，4JJ 言f
2 。 7 

25 16 195 
14 10 102 
4 5 30 
1 4 10 。 。 9 。 。 2 
1 。 3 

.17 35 338 

l，2JJ 3，4R 

54 τz 
2含9 271 

'" 6師
973 1，056 

I.o曲 1，607 
2，100 2.209 
2，7.16 2.860 
3，401 3，513 

1.2JJ 3.4月 長十

21 2，249 2，491 
573 7合 389 14，979 
221 1，414 7.584 
62 514 4.412 
7 51.1 1.587 
14 193 711 
35 &! 196 
18 1α3 426 

980 12，530 32，339 

1.2月 3，4Jl 計

1 。 6 
89 416 民M
55 .186 1.2与3
30 373 771 
13 510 6s3 。 。 460 。 。 83 
27 。 200 

1%  1，785 4.449 

権域計 引き固まし辛

'9l  2.61 


